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学生ポータル

⾃⼰成⻑シート画⾯へ遷移KITナビシステム画⾯へ遷移
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KITナビシステム
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KITポートフォリオ
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達成度ポートフォリオ
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①今年度の⽬標と達成度⾃⼰評価 
②今年度の修学・⽣活状況の反省、およびその
 改善⽅法 
③希望進路とその実現に向けて実際にとった 
   ⾏動・正課・展望 
④「KIT⼈間⼒＝社会に適合できる能⼒」に⽰さ
れた５つの能⼒の達成度⾃⼰評価 
※5つの能⼒：「⾃律と⾃⽴」「リーダーシップ」「コミュ
ニケーション能⼒」「プレゼンテーション能⼒」「コラボ
レーション能⼒」 
⑤この１年間の⼤学⽣活において⾃分⾃⾝で最も
成⻑したと思うことの具体的な事例とその理由 
⑥次年度の⽬標とこれを達成するための⾏動予定

年度末報告書型 学年単位のＰＤＣＡ



自己成長シート
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修学履歴情報
修学アドバイザー、履修科⽬数、 
出席率、QPA など

単位修得状況
進級条件、単位修得状況 
課程別修得単位数 など

学⻑褒賞修得状況
学⻑褒賞内容、推薦者 
学⻑褒賞推薦条件 など

資格修得状況
受験した資格、合否 
合格したポイント など

課外活動状況
活動期間、活動内容 など

インターンシップ
参加期間、企業名 など

活動記録、受講講座
活動の内容やポイント 
受講した講座名や感想 など



修学履歴情報
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学期別の成績情報

修学アドバイザーの情報

学期別の出席状況

学期別の個人QPA 

及び学科平均QPA



単位習得状況
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履修条件を表示 進級条件を表示

卒業に必要な最低単位数

現在⾃分が取得している単位数
⾃分の学年で取得⽬標とする単位数

科目群別の成績



学長褒賞・資格取得状況
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学長褒賞の推薦条件を表示

学⻑褒賞は受賞後、⾃動で登録されます

資格試験取得状況の登録機能

資格の情報は、資格試験・講習会申込の画⾯で 
申し込んだものは⾃動で登録されます。



課外活動・インターンシップの活動状況
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課外活動管理システム

インターンシップは学⽣⾃⾝での登録が必要です。 
活動記録と受講講座は次ページの特別奨学⽣継続ポイント機能と連動します。



専門能力の可視化
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1年前学期の結果



学習・教育目標
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カリキュラムフロー（機械工学科）
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工学大意（機械） ❷

機械系製図 Ⅰ ❷

機械の原理 ❷

機械系製図 Ⅱ ❷ 機械要素設計 ❷ 機械設計演習 ❷

３Ｄ解析・設計 ❹

プロジェクトデザイン Ⅲ ❽

機械加工学 ❷

材料科学 Ⅱ ❷材料科学 Ⅰ ❷
機械工作・演習 ❹

機械応用プログラミング Ⅱ ②

マイクロ・ナノ加工 ②

先端材料 ②

流れ学 Ⅱ ❷

熱力学 Ⅱ ❷

流れ学 Ⅰ ❷

熱力学 Ⅰ ❷

流体力学 ②

熱移動工学 ②

自動車工学 ②

医用生体工学 ②

環境･エネルギー機械 ②

機械工学統合演習 ②

進路セミナー Ⅱ ①進路セミナー Ⅰ ①

機械力学 Ⅱ ❷機械力学 Ⅰ ❷

材料力学 Ⅱ ❷

工業力学 Ⅱ ❷工業力学 Ⅰ ❷

材料力学 Ⅰ ❷

アカデミックライティング ❶
機械工学専門実験・演習 A ❸

専門ゼミ ❶

機械工学専門実験・演習 Ｂ ❸

材料力学 Ⅲ ②

計測･制御工学 ②

機械応用プログラミング Ⅰ ②

プロジェクトデザイン実践（実験） ❷プロジェクトデザイン Ⅱ ❷プロジェクトデザイン Ⅰ ❷プロジェクトデザイン入門（実験） ❷

　 ❶ 　 ① 　 ❶

1 ものづくりデザイン
 設計・加工技術、コンピュータ応用技術を総合的に活用し、新しい機能を有する製品を開発する工学領域を学ぶ。
2 材料創製・加工プロセス
 機械部品を構成する材料の性質改良や新しい機能を有する材料を創出し、その材料を効率的に加工する工学領域を学ぶ。
3 環境・エネルギー
 流体や熱エネルギーなどを環境に配慮しながら、機械要素を有効に活用するために必要な工学領域を学ぶ。

■学ぶ領域機械工学科 ［専門教育課程］
Department of Mechanical Engineering

１ 年 次
科目群の学習・教育目標 １期 前学期 ２期 後学期

2 年 次
3期 前学期 4期 後学期

3 年 次
5期 前学期 6期 後学期

4 年 次
7期 前学期 8期 後学期

必修科目 選択科目 他課程の科目

■キーワード 環　境 エネルギー 設計・加工 材　料 自動車 医工融合

修学計画能力
機械工学科において何を学ぶか、機械工学とは何かの概念を得る。また、機械工学科教育プログラムの
学習・教育目標を把握し、自ら修学プランを立案できる。

設計基礎能力
設計の基本原理（力の伝達、役割分担、自己充足、安定性と不安定性、実体設計の考慮点）と各種機械
要素の機能と原理を理解し、これらの知識を機械および機械システムの設計に効果的に応用できる
（詳細設計を行うことができる）。

コンピュータ援用能力
近代的なエンジニアリング・ソフトウェアの理論と使用法を理解し、設計から製造に至るさまざまな過程で
現実的な複雑さを持つ工学的諸問題を迅速に解決できる。

製造基礎能力
切削加工、特殊加工、機械材料、熱処理などに関する基礎的な知識を持ち、部品図面に記述された
技術的要求仕様を満たしながら、最も経済的に製造できる加工法や材料を選択できる。

力学応用能力
機械の強度設計や性能設計に必要な力学各分野の基礎知識（工業力学、機械力学、材料力学、熱力学、
流体力学など）に精通し、これらの知識を安全で効率の高い機械や機械システムの概念設計や基本設計
（性能設計も含む）に応用することができる。

実験手法・データ解析に関する能力
実験・演習を通して、専門科目で取り上げられる理論や手法を学び、より深い理解力と応用力を身に
つける。実験装置を適切に使用し、必要なデータを計測・解析し、報告書としてまとめることができる。

工学設計能力
工学的諸問題に対して、工学設計過程に基づき解決案を創出し成果を得ることができる。また、理論的な
アイデアや技術的なアイデアを具体的な図面や技術書面、レポートなどで明確に表現することができ、ま
た、そのアイデアの有効性を実証するために、試作や実験を計画・実行・分析し、その機能や性能を評価
し改善することができる。

専門統合化能力
これまでに学んできた専門科目の知識を統合・発展させ、現実的な複雑さを持つ工学問題の解決に
応用する。専門知識の発展と総合化を計り、学んだ知識を具体的な問題に応用することができる。

キャリアデザイン能力
機械工学に関する産業界の動向、求められる技術者像、就職環境などを把握して、将来の進路を展望し、
自らの進むべき方向を決定できる。

機
械
工
学
科 ﹇
専
門
教
育
課
程
﹈



人間力の可視化
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1年前学期の結果



人間力のルーブリック
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自律と自立
1 規則正しい生活リズムを保っている。また、自分の感情をコントロールできている。時間管理ができ、学業と他の行動（クラブ活動、アルバイト、家事や趣味）の
両立ができている。

3 しなければならない事や任されたことは、他者に促されなくても、自分で計画を立て、余裕をもって対処出来ている。難しい問題でも投げ出さず、積極的に調査し
たり、相談したりしている。自分の感情変化に合わせて言動のコントロールができている。

5 目標や自らの役割を理解し、達成のための計画を立て、ルールの中で自由な発想で自発的に挑戦できている。自分の言動の影響を客観的に捉え、他社との前向きな
関係を築けている。

リーダーシップ
1 他者から依頼されたことには、対応することが出来ている。自分と異なる意見にも耳を傾けることはできる。

3 他者に迷惑をかけないように、自分の役割は、ある程度責任をもって取り組んでいる。求められれば、意見を述べることは出来ている。出された意見や考えを整理
し、目標達成のために道筋を立てて進めることができる。

5 目標達成に必要な情報や知識、ノウハウを周囲に提供するだけではなく、他者のもっている有用な情報や知識、ノウハウを引き出すことが出来ている。それらをま
とめて成果を生み出す事ができる。

コミュニケーション能力
1 相手から話しかけられたら言葉を返す事ができる。しかし、自分と異なる意見や価値観の人とはできれば話したいとは思わない。

3 自分と異なる意見や価値観に対しても興味を示し、問題解決に向けて話し合う事ができる。また、その内容を分かり易くまとめて伝える事ができる。

5 自分と異なる意見や価値観に対しても、相手の立場に立って、共感しようとするだけでなく、自分の考えと合わせて、整理したり方向づけたりしながら、発展させ
ていくことができる

プレゼンテーション能力
1 伝えたい内容をまとめ、原稿を読みながら説明することは出来る。伝えたい内容を整理・分析はするが、十分に理解されているか自信が無い。

3 聴き易さや解りやすさを意識して、図や表を適切に取り入れて簡潔に説明することができる。そのため、集めた情報を客観的に整理・分析できている。

5 聴衆の反応に合わせて、アクセントや強調点を意識し、説明することができる。情報を効率よく要点をまとめ、且つ、客観的に分かり易く、構成・分析することが
できる。

コラボレーション能力
1 自ら提案することは難しいが、割りあてられた事については、周りに迷惑をかけないように取り組むことができる。

3 他者と協力しながら、自らの役割を責任を持ってやり遂げるだけではなく、自ら積極的に成功のために貢献、努力することができる。

5 最良の結果を導き出すために、自らの役割に関して、知識やスキルをより高められるように努力するだけではなく、グループ内での情報交換により広い視野で遅れ
や不足を補うことや、軌道修正するように行動することができる。



PERMA-profiler 
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ご清聴ありがとうございました


